
 

 
 

★☆図工について☆★ 

                           図工専科担当 

図画工作科の学習では、特に２つのことを大切にしています。まず第一に、作

品という「結果」に至るまでの「過程」を何よりも大切にしています。例えば、

子供たちは一つのかたちを生み出すまでに、「これで本当に大丈夫かな？」「も

っと面白い方法はないかな？」と行きつ戻りつ思考し、小さな決定を何度も繰り

返しています。たとえ思い通りにいかなくても、この試行錯誤の時間にこそ大き

な価値があり、生きる力をはぐくむことにつながります。 

第二は、五感をフル活用することです。インターネットで何でも知ることがで

き、様々なかかわりが希薄化した今だからこそ、自分の感覚を通して体感する学

びが重要になります。図画工作科の学習では、ものといっしょに、人と一緒に、

場や空間、環境といっしょになって、リアルな何かを感じながら活動する姿を大

切にしたいと考えています。自分の五感をフル活用して得た学びは、知識として

得る情報とは異なる、その子の根幹を支える大切な力となります。 

＊今年度から北区立小学校連合写生会は実施されないこととなりました。何卒ご理

解のほどお願いいたします。 

 

★☆４年生の様子☆★ 

 

 ９月２５日から２６日まで、初めての宿泊行事「岩井移動教室」を行いました。この２日間

を通して、４年生の子供たちは、大きく成長したと感じています。 

 まずは、「協力」です。日頃ベッドで寝ている子供たちとって、布団やシーツを敷くのは初め

てのことです。特にシーツをきれいに敷くことは一

人では難しいものです。すると、声を掛け合い一緒

に敷いていました。自分ができればそれでいい、と

考える人は一人もいませんでした。 

 そして、「自立」です。時間を守ることや部屋をき

れいに使うことなど、事前に注意事項として確認し

ていたことを、岩井でしっかりと実行できました。 

 これらのことは、できて当たり前と思われがちですが、実行することは難しいことです。本

当に立派な姿でした。 


